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介

2
0
1
0
年
、
2
0
1
4
年
生
ま
れ
の
兄
弟
を
育

て
る
中
医
学
勉
強
中
の
主
婦
。

ひ
と
み
婆
さ
ん
の
コ
ス
プ
レ
で
P
T
A
会
長

を
勤
め
た
過
去
ア
リ

足
つ
ぼ
屋
さ
ん

神
谷
成
美
（
か
み
や
し
げ
み
）

2
0
1
2
年
、
2
0
1
4
年
、
2
0
2
0
年
生
ま
れ
の
姉

弟
を
育
て
る
中
医
学
勉
強
中
の
主
婦
。

幼
稚
園
マ
マ
友
だ
っ
た
お
し
げ
ち
ゃ
ん
か
ら

聞
い
た
「
中
医
学
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に

ど
ハ
マ
り
。
勉
強
し
な
が
ら
発
信
し
て
い
ま

す
。

変
態

河
口
あ
す
か
（
か
わ
ぐ
ち
あ
す
か
）

な
ん
で
血
圧
が
高
く
な
る
の
か

っ
て
と
こ
ろ
は
考
え
ず
と
に
か
く
怖
い
か
ら
下
げ
よ
う
、

っ
て
い
う
発
想
は
よ
く
な
い
よ
ね

血
圧
よ
り
ア
カ
ン
の
は

心
熱
だ
よ
ね

高
血
圧
と
は
何
か
？

高
血
圧
と
は
、
動
脈
内
の
血
圧
が
慢
性
的
に
高
い
状
態
を
指

し
ま
す
。

血
圧
は
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液
が
血
管
に
か
け
る
圧

力
の
こ
と
で
、
以
下
の
2
つ
の
数
値
で
表
さ
れ
ま
す
：

収
縮
期
血
圧
（
上
の
血
圧
）
：
心
臓
が
収
縮
し
て
血
液
を

送
り
出
す
と
き
の
圧
力

拡
張
期
血
圧
（
下
の
血
圧
）
：
心
臓
が
拡
張
し
て
休
ん
で

い
る
と
き
の
圧
力



遺
伝
的
な
要
因
:高
血
圧
に
な
り
や
す
い
体
質
が
遺
伝
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
.

生
活
習
慣
:

食
塩

の
過

剰
摂

取
:塩
分
を
多
く
摂
取
す
る
と
、
体
内
の
水
分
が
過
剰
に
留
ま
り
、
血
圧
が

上
昇
し
ま
す
.

肥
満
:肥
満
は
、
心
臓
の
負
担
を
増
や
し
、
血
圧
の
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
す
.

運
動

不
足
:運
動
不
足
は
、
心
血
管
系
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、
血
圧
の
上
昇
を
招
き
ま
す
.

飲
酒
:過
度
の
飲
酒
は
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
、
血
圧
を
上
昇
さ
せ
ま
す
.

ス
ト

レ
ス
:ス
ト
レ
ス
は
、
交
感
神
経
を
興
奮
さ
せ
、
血
圧
を
一
時
的
に
上
昇
さ
せ
ま
す
.

喫
煙
:喫
煙
は
、
血
管
の
弾
力
を
失
わ
せ
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
血
圧
の
上
昇
を
招
き

ま
す
.

そ
の
他
の
要
因
:

加
齢
:加
齢
と
と
も
に
、
血
管
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
、
血
圧
が
上
昇
し
や
す
く
な
り
ま
す
.

自
律

神
経

の
乱

れ
:疲
労
や
睡
眠
不
足
な
ど
が
原
因
で
、
自
律
神
経
が
乱
れ
る
と
、
血
圧
が

上
昇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
.

高
血
圧
の
現
代
医
学
的
原
因

な
ん
だ
か
モ
ワ
ン
と
し
た

話
だ
よ
ね

高
血
圧
を
放
置
す
る
と
、
様
々
な
病
気
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
特
に
、
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
、
腎
臓
病
、
そ
し
て
目
の
病
気
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
動
脈
瘤
や
大
動
脈
解
離
と
い
っ
た
、
命
に
か
か
わ
る
リ
ス
ク
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

高
血
圧
の
リ
ス
ク
を
具
体
的
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1
.
動

脈
硬

化
:

高
血
圧
に
よ
っ
て
血
管
の
壁
が
傷
つ
き
、
硬
く
、
も
ろ
く
な
る
動
脈
硬
化
が
進
行
し
ま
す
。

全
身
の
血
管
で
動
脈
硬
化
が
起
こ
り
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
ま
す
。

2
.
心

臓
病

:

高
血
圧
は
、
心
臓
に
負
担
を
か
け
て
、
心
臓
の
壁
が
厚
く
な
る
心
肥
大
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

心
臓
に
血
液
を
送
る
冠
動
脈
が
狭
窄
し
た
り
、
詰
ま
っ
た
り
し
て
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

心
不
全
の
リ
ス
ク
も
増
加
し
ま
す
。

3
.
脳

血
管

疾
患

:

高
血
圧
は
、
脳
血
管
の
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳
出
血
、
脳
梗
塞
、
く
も
膜
下
出
血
と
い
っ
た
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

4
.
腎

臓
病

:

高
血
圧
は
、
腎
臓
の
血
管
を
傷
つ
け
、
腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
腎
硬
化
症
や
腎
不
全
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

5
.
目

の
病

気
:

網
膜
の
血
管
に
動
脈
硬
化
の
影
響
が
及
び
、
高
血
圧
性
網
膜
症
や
眼
底
出
血
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

重
症
化
す
る
と
、
視
力
障
害
や
失
明
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

6
.
そ
の
他
:

大
動
脈
瘤
や
大
動
脈
解
離
と
い
っ
た
、
大
動
脈
の
病
気
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
や
壊
疽
と
い
っ
た
、
手
足
の
血
管
の
病
気
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。



高
血
圧
に
よ
る
リ
ス
ク

つ
ま
り
、
心
臓
の
負
担
が

怖
い
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
！

中
医
学
か
ら
見
た
高
血
圧
と
は

⾎
圧
の
異
常
に
⾼
い
疾
患
。
原
因
疾
患
不
明
の
も
の
を
本
態
性
⾼
⾎
圧
症
と
い
う
。

原
因
疾
患
の
明
ら
か
な
も
の
を
、
症
候
性
⾼
⾎
圧
と
い
う
。

め
ま
い
、
頭
痛
の
⼀
部
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。

b
y鍼
灸
配
⽳
辞
典

中
医
学
か
ら
⾒
た
⾼
⾎
圧
は
、
症
状
に
よ
っ
て
フ
ォ
ル
ダ
が
違
う
！

①
肝
⽕
タ
イ
プ
の
⾼
⾎
圧
：
頭
痛
、
煩
躁
（
は
ん
そ
う
）、
怒
り
っ
ぽ
い
、
顔
が
⾚
い
、
⽬
が
⾚
い
、
⼝
内
乾
燥
、
便
秘
、
⾆
苔
が

⻩
⾊
い
、
脈
が
弦
（
ビ
ヨ
ン
ビ
ヨ
ン
し
て
い
る
）

②
陰
虚
タ
イ
プ
の
⾼
⾎
圧
：
め
ま
い
、
視
⼒
減
退
、
⽿
鳴
り
、
不
眠
、
多
夢
、
全
⾝
⿇
痺
、
⾆
紅
、
弦
脈

③
痰
湿
タ
イ
プ
の
⾼
⾎
圧
：
動
悸
、
胸
脘
痞
悶
（
キ
ョ
ウ
カ
ン
ヒ
モ
ン
・
胸
が
つ
か
え
も
だ
え
苦
し
む
）、
め
ま
い
、
嘔
吐
、
動
作

不
活
発

④
肝
⾵
内
動
タ
イ
プ
の
⾼
⾎
圧
：
激
し
い
頭
痛
、
め
ま
い
、
昏
睡
、
⾔
語
障
害
→
怖
い
の
は
コ
レ
！

⑤
陰
陽
両
虚
タ
イ
プ
の
⾼
⾎
圧
：
頭
眩
（
あ
た
ま
く
ら
・
め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き
、
ま
た
は
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
症
状
）、
呼
吸
切

迫
、
⽿
鳴
り
、
疲
れ
や
す
い
、
無
気
⼒
、
⼿
⾜
⿇
痺
、
頻
尿
o
r夜
間
多
尿
、
時
に
イ
ン
ポ

⾼⾎圧ỳて

この本にしか

載ỳてないのよ・・

中
医
学
（
中
国
伝
統
医
学
）
に
お
い
て
、
血
圧
と
脈
（
脉
／
脈
象
）
は
密
接
に
関
係
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
中
医
学
に
は
西
洋
医
学
の
「
血
圧
（
B
lo
o
d

P
re
s
s
u
re
）
」
と
い
う
概
念
は
直

接
存
在
し
ま
せ
ん
。

そ
の
代
わ
り
に
、
*
*
脈
診
（
み
ゃ
く
し
ん
）
*
*
と
い
う
方
法
で
、
体
内
の
気
血
の
流
れ
や
臓
腑

の
状
態
を
把
握
し
、
間
接
的
に
「
血
圧
が
高
い
・
低
い
」
状
態
を
読
み
取
り
ま
す
。

血
圧
と
脈
①



血
圧
と
脈
②

1
脈
象
で
血
圧
の
状
態
を
読
み
取
る

中
医
学
で
は
、
脈
診
に
よ
っ
て
気
血
の
状
態
や
臓
腑
の
虚
実
、

寒
熱
な
ど
を
判
断
し
ま
す
。

例
え
ば
：弦
脈
（
げ
ん
み
ゃ
く
）
：
ピ
ン
と
張
っ
た
よ
う
な
脈
。
肝

気
亢
進
・
肝
火
上
炎
な
ど
に
み
ら
れ
、
高
血
圧
傾
向
。

滑
脈
（
か
つ
み
ゃ
く
）
：
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
な

脈
。
痰
湿
や
実
熱
の
証
と
さ
れ
、
高
血
圧
の
背
景
に
あ

る
こ
と
が
多
い
。

細
脈
（
さ
い
み
ゃ
く
）
／
虚
脈
（
き
ょ
み
ゃ
く
）
：
弱
々

し
い
脈
。
気
血
両
虚
や
腎
陽
虚
な
ど
、
低
血
圧
の
人
に

よ
く
見
ら
れ
る
。

沈
脈
（
ち
ん
み
ゃ
く
）
：
深
い
位
置
で
し
か
触
れ
な
い

脈
。
陽
虚
や
寒
証
の
可
能
性
が
あ
り
、
低
血
圧
傾
向

出
典
：
絵
で
わ
か
る
漢
方
医
学

腎
精
と
血
圧

一
生
の
う
ち
、
体
力
が
乏
し
い
時
期
と
、

体
力
が
充
実
し
て
い
る
時
期
が
あ
る
！

子
ど
も
は
元
気
い
っ
ぱ
い
だ
け
ど
、
血
圧
は

低
い
。
壮
年
に
な
り
、
生
殖
能
力
が
な
く
な

る
と
、
消
化
能
力
は
弱
く
な
る
。

加
齢
と
と
も
に
、
血
管
の
弾
力
性
が
低
下

し
、
血
流
が
悪
く
な
る
こ
と
で
血
圧
が
上
昇

し
や
す
く
な
る
。


肝
火
上
炎
（
か
ん
か
じ
ょ
う
え
ん
）
と
は
？

中
医
学
で
の
「
肝
火
上
炎
」
と
は
、
肝
の
機
能
異
常
に
よ
っ
て
、
熱

（
火
）
が
上
へ
昇
る
病
態
を
指
し
ま
す
。

肝
は
「
疏
泄
（
そ
せ
つ
：
気
の
巡
り
を
整
え
る
）
」
「
蔵
血
（
血
を
蓄

え
る
）
」
を
担
い
、
感
情
や
自
律
神
経
的
な
バ
ラ
ン
ス
と
も
深
く
関
わ

り
ま
す
。

肝
火
と
は
？

→

イ
ラ
イ
ラ
、
怒
り
、
不
満
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
「
肝
」
の
気
が
滞

り
、
熱
化
し
て
火
と
な
り
、
頭
部
や
上
半
身
に
の
ぼ
る
病
態
。

肝
火
（
か
ん
か
）
タ
イ
プ
の
高
血
圧

肝
火
タ
イ
プ
の
症
状


顔
が
赤
く
の
ぼ
せ
る
：
頬
が
赤
く
、
熱
感
や
ほ
て
り
が
あ
る
（
特
に
午
後
〜
夕
方
）


頭
痛
・
頭
重
感
：
特
に
こ
め
か
み
〜
頭
頂
部
の
ズ
キ
ズ
キ
し
た
痛
み
。
緊
張
型
や
片
頭
痛
傾
向


目
の
充
血
・
か
す
み
目
：
目
が
赤
く
な
っ
た
り
、
疲
れ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
で
視
界
が
悪
く
な
る


耳
鳴
り
・
め
ま
い
：
「
ゴ
ー
ッ
」
と
い
う
低
音
系
の
耳
鳴
り
／
目
の
前
が
グ
ル
グ
ル
す
る
感
覚


口
が
苦
い
・
渇
く
：
朝
起
き
た
時
に
口
が
苦
く
、
渇
き
や
す
い
（
内
熱
の
サ
イ
ン
）


高
血
圧
傾
向
：
上
半
身
に
熱
が
こ
も
る
こ
と
で
血
圧
が
上
昇
（
特
に
感
情
の
高
ぶ
り
と
関
連
）


便
秘
・
尿
の
色
が
濃
い
：
体
内
の
熱
が
腸
や
膀
胱
に
影
響
し
、
排
泄
ト
ラ
ブ
ル
に
現
れ
る



頭
寒
足
熱
の
逆
は

「
上
熱
下
寒
（
じ
ょ
う
ね
つ
か
か
ん
）」

「
上
実
下
虚
（
じ
ょ
う
じ
つ
か
き
ょ
）」

「
上
半
身
に
熱
が
こ
も
り
、
下
半
身
は
冷
え
て
い
る
状
態
」

＝
“
火
の
ぼ
せ
q
＋
p
足
腰
の
冷
え
q
が
同
時
に
あ
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
体
質


よ
く
あ
る
原
因


ス
ト
レ
ス
過
多

肝
火
が
上
に
上
り
、
イ
ラ
イ
ラ
・
頭
痛
・
不
眠
に
。
下
半
身
は
冷
え
た
ま
ま


食
生
活
の
偏
り

冷
た
い
物
・
甘
い
物
の
と
り
す
ぎ
で
脾
腎
が
弱
り
、
下
寒
に
な
る


運
動
不
足

気
血
の
巡
り
が
悪
く
な
り
、
上
に
熱
が
こ
も
る
／
下
に
熱
が
届
か
な
い


加
齢
・
慢
性
疲
労

腎
の
陽
気
が
衰
え
て
体
が
冷
え
や
す
く
、
同
時
に
の
ぼ
せ
や
す
い

体
力
と
は
、
気
と
、
血
と
、
水
（
津
液
）

気
＝
生
命
を
維
持
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
目
に
見
え
な
い

（
体
を
温
め
る
、
筋
肉
を
動
か
す
、
思
考
と
記
憶
を
支
え
る
、
血
液
と
津
液
を
巡
ら
せ
、

外
敵
か
ら
身
を
守
り
、
食
事
を
消
化
し
て
排
便
さ
せ
る
）

血
＝
体
内
に
あ
る
赤
い
液
体
。
メ
ン
タ
ル
を
安
定
さ
せ
て
深
く
眠
り
に
就
か
せ
て
く
れ
る

も
の
。

水
＝
そ
れ
以
外
の
体
液
。
体
を
潤
す
モ
ノ
。

こ
れ
ら
を
増
や
し
て
く
れ
る
漢
方

補
中
益
気
湯
（
ほ
ち
ゅ
う
え
っ
き
と
う
）、
十
全
大
補
湯
（
じ
ゅ
う
ぜ
ん
だ
い
ほ
と
う
）

な
ど
！
こ
れ
ら
は
毎
日
飲
ん
で
て
も
O
K
。
他
は
体
調
に
応
じ
て
。

漢
方
は
大
き
く
わ
け
て
二
種
類

体
力
を
増
や
す
系
／
症
状
を
ど
う
に
か
す
る
系

雑
す
ぎ
か
？

肝
火
タ
イ
プ
の
漢
方

c
h
a
tG
T
P
に
画
像
作
ら
せ
た
ら
ツ
ッ
コ
ミ
ど
こ
ろ
満
載

一
言
で
い
う
と
。
お
酒
と
か
爆
食
い
と

か
ヤ
ン
チ
ャ
し
た
人
の
ド
ロ
ド
ロ
を
ガ

ー
ー
ー
っ
と
流
し
て
く
れ
る
漢
方
！

肝
胆
実
火
清
熱
→
肝
と
胆
が
火
事
！
熱
を
冷
ま
す

清
泄
下
焦
湿
熱
→
下
の
方
の
ヘ
ド
ロ
を
排
泄
す
る
よ

い
ら
い
ら
・
怒
り
っ
ぽ
い
・
激
し
い
持
続
性
の
頭
痛
・

め
ま
い
感
・
目
の
充
血
・
目
痛
・
耳
鳴
り
・
耳
痛
・
突

発
性
難
聴
・
口
が
苦
い
・
胸
脇
痛

排
尿
痛
・
排
尿
困
難
・
尿
の
混
濁
・
残
尿
感
・
陰
部
の

か
ゆ
み
・
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
な
ど

強
い
漢
方
な
の
で
頓
服
！
M
A
X
3
包
で
留
め
る

肝
火
タ
イ
プ
の
ツ
ボ
ー
太
衝

ツ
ボ
…
そ
れ
は

“
完
全
に
回
復
し
た
1
日
を
取
り
戻
せ
る
]

疲
労
回
復
の
方
法

「
太
衝
（
た
い
し
ょ
う
）」
は
、
足
の
親
指
と
人
差
し

指
の
骨
の
あ
い
だ
に
あ
る
、
イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス

を
落
ち
着
け
る
ツ
ボ
。

【
H
O
W

T
O
】
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
右
側
の
親
指
の

付
け
根
を
ゆ
ら
し
な
が
ら
押
す



肝
火
タ
イ
プ
の
ツ
ボ
ー
行
間
（
こ
う
か
ん
）

体
の
熱
は
ど
こ
か
ら
出
る
？

出
口
は
手
先
足
先
に
あ
っ
た
！

肝
経
に
あ
る
熱
の
出
口
、
栄
穴
（
え
い
け
つ
）

イ
ラ
イ
ラ
や
の
ぼ
せ
を
鎮
め
る
ポ
イ
ン
ト
。

指
の
ヒ
レ
は
み
ん
な
熱
取
り
の
作
用
が
あ
る
の

で
、
足
ツ
ボ
の
ル
ー
テ
ィ
ン
に
組
み
込
む
と

吉
。
子
ど
も
の
発
熱
の
時
も
、
頭
冷
や
さ
ず
、

栄
穴
モ
ミ
モ
ミ
す
る
と
◎

熱
が
こ
も
っ
て
る
人
は
痛
い
。

肝
火
タ
イ
プ
の
薬
膳
ー
涼
性
・
苦
味
の
食
材

ゴ
ー
ヤ
・
菊
花
・
セ
ロ
リ
な
ど

食
材
に
は
、
体
を
温
め
る
o
r冷
や
す
性
質
が
あ
る

食
材
に
は
、
五
臓
に
入
る
味
が
あ
る

陰
虚
（
い
ん
き
ょ
）
タ
イ
プ
の
高
血
圧

日
本
人
は
一
億
総
陰
虚
！


陰
虚
タ
イ
プ
の
高
血
圧
と
は
？

「
陰
虚
（
い
ん
き
ょ
）」
と
は
、
体
を
潤
す
u陰
”＝
血
や
津
液

（
し
ん
え
き
：
体
液
）
が
不
足
し
て
い
る
状
態
。

こ
の
状
態
が
続
く
と
、
体
の
熱
を
冷
ま
す
力
が
な
く
な

り
、
u内
側
か
ら
じ
わ
じ
わ
熱
が
こ
も
る
vよ
う
な
症
状
が
現

れ
ま
す
。


陰
虚
＋
高
血
圧

→

潤
い
不
足
で
の
ぼ
せ
や
す
く
、
慢
性

的
な
熱
感
や
イ
ラ
イ
ラ
を
伴
う
傾
向
に
。

陰
虚
体
質
の
人
は
「
が
ん
ば
り
屋
で
、
休
む
の
が
苦
手
」
な
人
が
多
い
で
す
。

食
事
だ
け
で
な
く
、
早
寝
・
深
呼
吸
・
静
か
な
時
間
も
u
潤
い
を
養
う
薬
膳
”
と
考
え
ま
し
ょ
う
。


手
足
が
ほ
て
る

特
に
午
後
〜
夜
に
か
け
て
熱
感
（
陰
虚
の
「
五
心
煩
熱
」）


口
や
喉
が
渇
く

水
分
を
飲
み
た
く
な
る
が
、
が
ぶ
飲
み
で
改
善
し
な
い
こ
と
も


寝
汗
を
か
く

寝
て
い
る
間
に
じ
っ
と
り
汗
。
中
医
学
で
は
「
盗
汗
（
と
う
か
ん
）」
と
呼
ば
れ
る


顔
が
赤
ら
む
・
の
ぼ
せ
や
す
い

内
熱
に
よ
る
の
ぼ
せ
感
や
顔
の
ほ
て
り
。
微
熱
っ
ぽ
さ
を
感
じ
る
こ
と
も


便
秘
ぎ
み

津
液
不
足
で
腸
が
潤
わ
ず
、
コ
ロ
コ
ロ
便
・
乾
燥
便
に


舌
が
赤
く
て
乾
燥

舌
診
で
は
「
紅
舌
・
少
苔
・
裂
紋
あ
り
」
が
多
い

陰
虚
タ
イ
プ
の
高
血
圧
ー
主
な
症
状

肝
火
タ
イ
プ
と
の
違
い
は
、
出
火
元
。

こ
ち
ら
は
腎
が
大
元
の
出
火
原
因
。

寝
汗
や
手
足
の
火
照
り
が
ポ
イ
ン
ト



陰
虚
タ
イ
プ
の
漢
方
ー
知
柏
地
黄
丸
（
ち
ば
く
じ
お
う
が
ん
）

体
に
こ
も
っ
た
`
じ
わ
じ
わ
熱
”
を
冷
ま
し
、

潤
い
を
補
う
漢
方
薬
。

陰
虚
火
旺
（
い
ん
き
ょ
か
お
う
）
＝
陰
が
足

り
な
く
て
超
〜
〜
火
が
旺
盛
な
状
態
向
け
の

漢
方
。

「
陰
虚
（
体
の
潤
い
不
足
）
に
よ
る
ほ
て

り
・
寝
汗
・
の
ぼ
せ
・
口
の
渇
き
」
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
。

腎
陰
を
増
や
す
六
味
丸
＋
と
て
も
冷
や
す
知

母
（
ち
も
）・
黄
柏
（
お
う
ば
く
）
が
合
体
し

た
漢
方
！

陰
虚
タ
イ
プ
の
ツ
ボ
ー
太
渓
（
た
い
け
い
）

「
元
気
の
根
本
＝
腎
」
に

ダ
イ
レ
ク
ト
に
働
き
か
け
る
g
要
の
ツ
ボ
h

足
首
の
内
側
、
く
る
ぶ
し
と
ア
キ
レ
ス
腱
の

あ
い
だ
に
あ
る
、
腎
を
元
気
に
す
る
g元
気
の

根
っ
こ
hツ
ボ
。

体
の
「
潤
い
」
や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
精
）」
を

補
い
、
冷
え
・
の
ぼ
せ
・
疲
労
に
対
応
し
ま

す
。

靴
下
や
足
湯
、
カ
イ
ロ
で
温
め
て
あ
げ
る
と

◎

蓄
熱
タ
イ
プ
の
足
首

ウ
ォ
ー
マ
ー
が
オ
ス

ス
メ
！

陰
虚
タ
イ
プ
の
薬
膳
ー
陰
を
滋
養
し
て
、
清
熱

す
る
食
材


潤
い
を
補
う

百
合
根
、
白
き
く
ら
げ
、
梨
、
豆
乳
、
は
ち
み
つ
、
卵
黄
、
ア

ボ
カ
ド


熱
を
冷
ま
す

緑
豆
、
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、
セ
ロ
リ
、
ス
イ
カ
、
れ
ん
こ

ん
、
菊
花


腎
陰
を
養
う

黒
ご
ま
、
黒
豆
、
山
芋
、
く
る
み
、
ク
コ
の
実
、
枸
杞
葉
、
栗


気
持
ち
を
落
ち
着
け
る

な
つ
め
、
小
麦
、
バ
ナ
ナ
、
豆
腐
、
カ
モ
ミ
ー
ル
、
ジ
ャ
ス
ミ

ン
テ
ィ
ー

N
G
な
食
生
活

辛
い
も
の
・
香
辛
料
（
熱
を
助
長
し
、
潤
い
を
さ
ら
に
消
耗
す
る
）

焼
き
物
・
揚
げ
物
中
心
（
火
の
強
い
調
理
法
は
体
内
の
熱
を
高
め
や
す
い
）

コ
ー
ヒ
ー
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
り
す
ぎ
（
利
尿
＆
刺
激
で
さ
ら
に
乾
燥
＆
消
耗
）

夜
ふ
か
し
・
睡
眠
不
足
（
陰
を
消
耗
し
や
す
く
、
回
復
力
が
下
が
る
）

肝
風
内
動
（
か
ん
ぷ
う
な
い
ど
う
）
タ
イ
プ
の
高
血
圧

「
肝

風
内

動
」

と
は

、
肝

に
熱

や
陰

虚
が

あ
る

こ
と

で
f内

な

る
風

”が
発

生
し

、
身

体
の

上
部

に
動

き
出

す
病

態
の

こ
と

で

す
。
特

に
高

齢
者

や
長

年
の

肝
火

・
陰

虚
・

瘀
血

が
蓄

積
し

て

起
こ

る
、

比
較

的
重

い
タ

イ
プ

の
高

血
圧

で
す

。


発
作

的
・

突
発

的
な

症
状

が
出

や
す

く
、

脳
卒

中
リ

ス
ク

と
関

連
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
に
繋
が
り
や
す
い
の
は
コ
レ
！
！
！



肝
風
内
動
（
か
ん
ぷ
う
な
い
ど
う
）
タ
イ
プ
の
高
血
圧

よ
く
あ
る
心
と
体
の
サ
イ
ン


ふ
る
え
（
手
指
の
震
え
）：
体
の
中
の
「
風
」
が
動
く
こ
と
で
震
え
が
起
き
る


め
ま
い
・
ふ
ら
つ
き
：
ぐ
る
ぐ
る
回
る
よ
う
な
回
転
性
め
ま
い
、
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な
い
感
覚


耳
鳴
り
・
難
聴
：
キ
ー
ン
・
ゴ
ー
ッ
と
い
う
音
、
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
で
悪
化


目
の
チ
カ
チ
カ
・
視
界
の
揺
れ
：「
閃
輝
暗
点
」
な
ど
、
頭
部
へ
の
血
流
や
気
の
過
剰
が
原
因
に


顔
面
の
け
い
れ
ん
・
引
き
つ
り
：
一
時
的
な
神
経
興
奮
に
よ
る
現
象
（
片
側
の
み
な
ど
も
）


強
い
頭
痛
・
こ
め
か
み
の
ズ
キ
ズ
キ
：
血
圧
が
一
気
に
上
が
る
と
き
に
伴
い
や
す
い


急
な
イ
ラ
イ
ラ
や
怒
り
っ
ぽ
さ
：
肝
の
失
調
が
背
景
に
（
肝
風
は
肝
火
・
肝
陽
か
ら
派
生
す

る
）

肝
風
内
動
（
か
ん
ぷ
う
な
い
ど
う
）
タ
イ
プ
の
漢
方
ー

釣
藤
散
（
ち
ょ
う
と
う
さ
ん
）

通
称
ツ
リ
フ
ジ
さ
ん
。
脳
梗
塞
の
漢
方
。

気
軽
に
薬
局
で
売
っ
て
る
け
ど
ね
。。

イ
ラ
イ
ラ
・
ボ
ー
ッ
と
す
る
・
ふ
ら
つ
く
高
血
圧
タ
イ

プ
に
使
わ
れ
る
漢
方
薬
で
す
。

特
に
「
高
血
圧
初
期
」
や
「
加
齢
に
よ
る
頭
の
重
だ
る

さ
、
頭
痛
、
め
ま
い
」
に
使
わ
れ
ま
す
。

肝
風
内
動
（
か
ん
ぷ
う
な
い
ど
う
）
タ
イ
プ
の
ツ
ボ
ー

太
衝
（
た
い
し
ょ
う
）

や
っ
ぱ
り
太
衝
。
肝
は
超
お
し
ゃ
べ
り
！

太
衝
は
「
肝
の
原
穴
」
＝
肝
の
働
き
を
整
え
る
中
心
の
ツ
ボ
。

肝
風
内
動
は
「
肝
の
熱
」
や
「
気
の
高
ぶ
り
」
が
原
因
で
、

頭
痛
・
ふ
る
え
・
イ
ラ
イ
ラ
・
の
ぼ
せ
な
ど
が
起
き
ま
す
。


太
衝
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、
肝
の
気
を
鎮
め
、
熱
を
下
げ
、

風
を
止
め
る
作
用
が
あ
る
た
め
、

肝
風
内
動
の
ケ
ア
に
と
て
も
適
し
て
い
ま
す
。

肝
風
内
動
（
か
ん
ぷ
う
な
い
ど
う
）
タ
イ
プ
の
薬
膳


清
肝

・
瀉

火

セ
ロ

リ
、

ト
マ

ト
、

苦
瓜

、
キ

ュ
ウ

リ
、

緑
豆

、
菊

花

肝
火

を
冷

ま
し

、
熱

に
よ

る
の

ぼ
せ

・
怒

り
を

鎮
め

る


息
風

黒
き

く
ら

げ
、

海
藻

類
、

山
査

子
、

牡
蠣

、
ア

サ
リ

、
し

じ
み

け
い

れ
ん

・
ふ

る
え

・
め

ま
い

を
落

ち
着

か
せ

る


滋
陰

・
潜

陽

黒
ご

ま
、

山
芋

、
豆

腐
、

豆
乳

、
白

き
く

ら
げ

、
百

合
根

、
ク

コ
の

実

潤
い

を
補

い
、

上
昇

し
す

ぎ
た

「
気

」
や

「
熱

」
を

下
げ

る

私
た
ち
の
オ
ス
ス
メ
は
、
骨
髄
エ
キ
ス
！
！

肝
に

入
る

鶏
と

、
腎

に
入

る
豚

。
ど

ち
ら

も
エ

キ
ス

で
髄

（
ボ

ー
ン

ブ

ロ
ス

）
を

お
手

軽
に

と
れ

る
！



痰
湿
（
た
ん
し
つ
）
タ
イ
プ
の
高
血
圧

考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
！

体
に
悪
さ
す
る
水
が
あ
る
な
ん
て
。


痰
湿
タ
イ
プ
の
高
血
圧
と
は
？

中
医
学
で
は
「
痰
湿
（
た
ん
し
つ
）」
と
は
、
**体
の

中
に
溜
ま
っ
た
不
要
な
水
分
・
老
廃
物
（
ド
ロ
ド

ロ
・
ね
ば
ね
ば
）
**を
指
し
ま
す
。

こ
の
W余
分
な
も
の
Xが
体
に
停
滞
し
て
、
血
の
巡
り
や

気
の
流
れ
を
妨
げ
、
結
果
的
に
高
血
圧
を
引
き
起
こ

す
タ
イ
プ
で
す
。

よ
く
あ
る
心
と
体
の
サ
イ
ン


身
体
的

体
が
重
い
・
だ
る
い
・
む
く
み
・
朝
の
ぼ
ん
や
り
感
・
痰
が
絡
む
・
胸
苦
し
さ
・
め
ま
い


体
質
傾
向

湿
気
に
弱
い
（
梅
雨
・
夏
場
に
悪
化
）
／
太
り
や
す
い
／
汗
が
ベ
タ
つ
く
／
お
腹
が
ぽ
っ
こ
り


精
神
面

思
考
が
に
ぶ
い
／
集
中
力
低
下
／
気
分
が
晴
れ
な
い


血
圧
の
特
徴

常
に
高
い
よ
り
も
「
じ
わ
じ
わ
上
昇
」
し
や
す
い
／
中
年
以
降
に
多
い


原
因
と
背
景
（
中
医
学
的
）

脾
虚
（
ひ
き
ょ
）：
脾
（
消
化
器
）
の
力
が
弱
く
、
水
分
代
謝
が
う
ま
く
い
か
な
い

飲
食
の
不
摂
生
：
油
っ
こ
い
物
・
甘
い
物
・
冷
た
い
物
の
摂
り
す
ぎ

運
動
不
足
：
水
分
が
停
滞
し
「
痰
湿
」
が
た
ま
り
や
す
く
な
る

情
緒
不
安
：
気
滞
に
よ
り
、
痰
湿
が
さ
ら
に
停
滞
す
る

痰
湿
（
た
ん
し
つ
）
タ
イ
プ
の
高
血
圧

痰
湿
（
た
ん
し
つ
）
タ
イ
プ
の
漢
方
ー
平
胃
散
（
へ
い
い
さ
ん
）

通
称
「
ひ
ら
い
さ
ん
」

胃
の
中
ド
ロ
ド
ロ
掃
除
薬
！
！
！

油
っ
こ
い
食
事
・
甘
い
物
・
冷
た
い
飲
み
物
…
つ
い
摂
り
す
ぎ

た
翌
日
は
、
胃
の
中
が
ド
ロ
ド
ロ
・
も
た
も
た
。

そ
ん
な
と
き
中
医
学
で
は
、
**「
痰
湿
」
**と
い
う
余
分
な
も

の
が
た
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

そ
ん
な
体
に
ぴ
っ
た
り
な
の
が
、
平
胃
散
（
へ
い
い
さ
ん
）
＝

胃
の
中
ド
ロ
ド
ロ
掃
除
薬
！

胃
腸
を
立
て
直
し
、
湿
を
追
い
出
す
頼
も
し
い
処
方
で
す
。

痰
湿
（
た
ん
し
つ
）
タ
イ
プ
の
ツ
ボ
ー
豊
隆
（
ほ
う
り
ゅ
う
）


足
の
陽
明
胃
経
（
あ
し
の
よ
う
め
い
い
け
い
）
に
属
す
る
ツ
ボ
で
、

「
痰
湿
（
た
ん
し
つ
）」
＝
体
に
た
ま
っ
た
余
分
な
水
分
・
老
廃
物
を
取
り
除
く
特
効
ツ
ボ

頭
が
ボ
ー
ッ
と
す
る

頭
部
に
た
ま
っ
た
湿
を
動
か
す

め
ま
い
・
耳
鳴
り

気
・
水
の
流
れ
を
改
善

胸
の
つ
か
え
・
吐
き
気

中
焦
（
消
化
器
ま
わ
り
）
の
痰
を
さ
ば
く

む
く
み
・
体
が
重
い

湿
を
排
出
し
て
ス
ッ
キ
リ
感
を
出
す

脂
っ
こ
い
も
の
を
食
べ
す
ぎ
た

胃
の
も
た
れ
、
痰
の
生
成
を
抑
え
る



痰
湿
（
た
ん
し
つ
）
タ
イ
プ
の
薬
膳
−
ハ
ト
ム
ギ

オ
ス
ス
メ
は
ハ
ト
ム
ギ
混
入
ご
は
ん


健
脾
（
胃
腸
を
整
え
る
）

山
芋
、
は
と
む
ぎ
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
な
つ

め
、
鶏
肉

消
化
力
U
P
・
湿
を
溜
め
な
い


利
水
・
排
湿

小
豆
、
大
根
、
冬
瓜
、
緑
豆
、
き
ゅ
う
り
、

昆
布
、
黒
豆

む
く
み
・
痰
・
体
内
湿
を
排
出


気
を
巡
ら
せ
る

陳
皮
（
み
か
ん
の
皮
）、
み
ょ
う
が
、
生

姜
、
し
そ
、
香
菜

胃
の
動
き
を
助
け
て
湿
を
動
か
す

痰
湿
（
た
ん
し
つ
）
タ
イ
プ
の
N
G
行
動

ア
イ
ス
・
冷
た
い
飲
み
物
：
脾
胃
を
冷
や
し
て
湿
を
た
め
る

乳
製
品
・
甘
い
も
の
：
痰
を
生
み
や
す
い
（
特
に
チ
ー
ズ
・
ケ
ー
キ
類
）

揚
げ
物
・
脂
っ
こ
い
料
理
：
消
化
に
負
担
が
か
か
り
湿
を
助
長

夜
ふ
か
し
・
運
動
不
足
：
代
謝
が
落
ち
て
湿
が
た
ま
る

巷
の
人
々
は
大
体

や
っ
て
る
コ
ト
だ

ね
！

陰
陽
両
虚
（
い
ん
よ
う
り
ょ
う
き
ょ
）
タ
イ
プ
の
高
血
圧

「
陰
（
潤
い
・
血
・
栄
養
）」
と
「
陽
（
熱
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
推
動
力
）」
の
両
方
が
不
足
し
て
い
る
状
態
。

中
医
学
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
切
れ
＆
潤
い
不
足
の
W
ダ
ウ

ン
タ
イ
プ
。

高
血
圧
の
中
で
は
比
較
的
少
数
派
で
す
が
、
高
齢
者
や
慢

性
疾
患
持
ち
の
方
に
多
く
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
の
が

特
徴
。

ど
っ
ち
も
足
り
な
い
の
に
、
熱
化
す
る
の
で
暑
か
っ
た
り

寒
か
っ
た
り
す
る
。
大
変
や
や
こ
し
い
状
態
。

冬
場
は
寒
く
夏
場
は
暑
い

午
前
は
寒
く
午
後
は
熱
い

陰
陽
両
虚
（
い
ん
よ
う
り
ょ
う
き
ょ
）
タ
イ
プ
の
高
血
圧

よ
く
あ
る
体
の
サ
イ
ン

体
力
が
な
く
疲
れ
や
す
い
：
少
し
動
い
た
だ
け
で
疲
労
感

手
足
が
冷
え
る
＋
ほ
て
る
：
陰
虚
＋
陽
虚
の
特
徴
が
混
在

顔
色
が
白
く
、
や
や
赤
み
も
あ
る
：
血
虚
＋
虚
熱
の
ミ
ッ
ク
ス

息
切
れ
・
動
悸
・
ふ
ら
つ
き
：
気
血
不
足
に
由
来
す
る
症
状

よ
く
風
邪
を
ひ
く
・
治
り
に
く
い
：
免
疫
力
＝
衛
気
が
弱
ま
っ
て
い
る

寝
汗
＋
下
痢
＋
腰
の
だ
る
さ
：
上
は
熱
、
下
は
冷
え
の
混
在
症
状

だ
い
ぶ
や
や
こ
し
い

ね
！



陰
陽

両
虚

（
い

ん
よ

う
り

ょ
う

き
ょ

）
タ

イ
プ

の
漢

方
ー

八
味

丸

（
は

ち
み

が
ん

）
&
補

中
益

気
湯

（
ほ

ち
ゅ

う
え

っ
き

と
う

）

補
中

益
気

湯
（

ほ
ち

ゅ
う

え
っ

き
と

う
）


→
「

気

（
陽

）
の

柱
」

八
味

地
黄

丸
（

は
ち

み
じ

お
う

が
ん

）

→

「
腎

（
陰

）
の

根
っ

こ
」

バ
ラ

ン
ス

よ
く

全
身

を
補

う
処

方

朝
起
き
ら
れ
な
い
／
と
に
か
く
疲
れ
や
す
い

動
悸
・
息
切
れ
が
す
る

声
に
力
が
な
い
／
話
す
の
が
し
ん
ど
い

食
欲
が
な
い
、
食
後
に
眠
く
な
る

内
臓
下
垂
（
胃
下
垂
・
脱
肛
・
子
宮
脱
な
ど
）
の
傾
向
も
あ
り

陰
陽
両
虚
（
い
ん
よ
う
り
ょ
う
き
ょ
）
タ
イ
プ
の
ツ
ボ
ー
命
門

（
め
い
も
ん
）

【
位
置
】

腰
の
ち
ょ
う
ど
中
央
、
第
二
腰
椎
と
第
三
腰
椎
の
間
（
背
骨
上
）

お
へ
そ
の
真
裏
あ
た
り

ツ
ボ
の
名
前
の
意
味
は
「
命
（
い
の
ち
）
の
門
」
＝
生
命
力
の
出
入
り
口


ど
ん
な
ツ
ボ
？

中
医
学
で
は
、
命
門
は
**「
腎
の
陽
気
の
源
」
＝
“命
の
火
”が
宿
る
場
所
**

と
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
命
門
が
弱
る
と
「
火
が
消
え
る
」
→

冷
え
・
倦
怠
感
・
無
気
力
が

強
く
な
る
。

逆
に
、
命
門
を
温
め
る
・
刺
激
す
る
こ
と
で
、
身
体
の
根
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝

腎
陽
を
チ
ャ
ー
ジ
で
き
ま
す
。

陰
陽
両
虚
（
い
ん
よ
う
り
ょ
う
き
ょ
）
タ
イ
プ
の
薬
膳


陰
陽
両
虚
と
は
？

「
潤
い
不
足
（
陰
虚
）
と
火
力
不
足
（
陽
虚
）
を
同
時
に
抱
え
て
い
る
状
態
」

手
足
は
冷
え
る
の
に
、
ほ
て
る

疲
れ
や
す
い
の
に
、
寝
汗
が
出
る

血
圧
が
高
い
の
に
脈
が
弱
い

そ
ん
な
「
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
」
＋
「
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
」
が
同
居
す
る
よ
う
な
体
質
。


補
気
（
元
気
）：
高
麗
人
参
、
山
芋
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
も
ち
米
、
鶏
肉
、
な
つ
め
、
さ
つ
ま

い
も
補
血
・
滋
陰
：
ク
コ
の
実
、
黒
ご
ま
、
白
き
く
ら
げ
、
豆
乳
、
ほ
う
れ
ん
草
、
百
合
根


温
陽
・
補
腎
：
黒
豆
、
羊
肉
、
エ
ビ
、
生
姜
、
シ
ナ
モ
ン
、
に
ら
、
栗


調
和
・
補
全
体
：
鮭
、
キ
ノ
コ
類
、
長
芋
、
牛
乳
（
温
め
て
）、
黒
米
、
栗
、
栗
南
瓜

馬
鹿
馬
鹿
し
さ
全
開
！
だ
け
ど
、
中
医
学
が
学
べ
る
。

中
医
学
カ
ル
タ
販
売
中



お
母
さ
ん
の
た
め
の
家
庭
の
医
学
最
強
版
「
は
じ
め
て
の
中
医
学
」

全
9
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
好
評
発
売
中


